

































「『岩波国語辞典』: 411 語、『学研現代新国語辞典』: 587 語、『明鏡国語辞
典』: 686 語」3のように示している。 
さらに、動詞の自他の対応に厳密な定義を与えたのは奥津 (1967) であ
る。奥津 (1967) によれば、自他対応関係を持つ動詞は (1) のような構文
的な対応関係を持つ。 
(1) N₁ ga N₂ o V₁ 
      N₂ ga V₂ 4 
 
1「目 {が/を} 閉じる」「扉 {が/を} 開く」「危険 {が/を} 伴う」。 
2 「自他交替」「自他対応」と呼ぶ先行研究も見られる。 
3 楊卨郎 (2009: 75)。なお、国語辞書は『岩波国語辞典 第六版』、『明鏡国語辞典 携帯版』
である。 
4 奥津 (1967: 49)。「両文の意義に或る同一性が保たれている場合、V₁と V₂との間に自・
他の対応がある」としている。ちなみに、V₁が他動詞で、V₂が自動詞である。 













 漢語サ変動詞の自他用法に関する研究としては、影山 (1996)、金英淑 
(2004, 2006)、楊卨郎 (2007, 2009) がその代表となる。 






とができない」(p. 203) ということである。 
 
(2) a . 会議を終了する／会議が終了する 
a'. *梅雨を終了する／ *梅雨が終了する 
  b . 操作を継続する／操作が継続する 
  b'. *伝染病を継続する／ *伝染病が継続する 
(影山 1996: 203) 
 
二つ目は、「他動詞用法と自動詞用法では自動詞用法のほうに意味的・
認知的制限が観察されること」(p. 203) である。例えば、 
 
(3) a. ナポレオンがフランス領土を拡大した。 
 
5 影山 (1996) の「概念構造における反使役化 (anti-causativization)」とは、 
[ x CONTROL [y BECOME [y BE AT -z ]]] 
→[ x=y CONTROL [y BECOME [y BE AT -z ]]] 
(影山 1996: 145) 
「使役主 (x=y) が変化対象 (y) と同定され、意味的に束縛される。この操作を反使役化
と名付ける。束縛を受けた使役主は対象物と同一物であることが意味構造で保証される





  a' . フランス領土が拡大した。 
  b . コピー機を使って、図面を拡大した。 
  b'. * (コピー機で) 図面が拡大した。 
(4) a . 水を分解すると水素と酸素に分かれる。 
  a'. 水が水素と酸素に分解した。 
  b . 時計をばらばらに分解した。 
b'.? *時計がばらばらに分解した。 
(影山 1996: 203) 
 










(5) a. イラクとの国交が回復した。 
  b. ヨルダンがイラクとの国交を回復した。 
(6) a. 景気が回復した。 
  b. * 経済学者が景気を回復した。 
(7) a. 患者の意識が回復した。 
  b. * 医者が患者の意識を回復した。 
(金英淑 2004: 91-92) 
 



















 (8) a. 収入が半減した。 
b. *太郎が収入を半減した。 (太郎の収入) 
(楊卨郎 2007: 70) 
 
 (8b) では「太郎の収入」という「再帰的な関係」が成り立っているにも
関わらず、他動詞文が成立しない。これは金英淑 (2004, 2006) による「再
帰的な関係」に矛盾する例である。しかし、楊卨郎 (2007) はその矛盾の
原因について触れていない。 
























 さらに、自他分類がゆれている 643 語について、以下のように細分をし
ている。 
 
(10) a. 三つの国語辞典ともに自他分類が異なる動詞― 42 語 
b. 二つの国語辞典において自他分類が一致している動詞 (つま




(楊卨郎 2009: 80) 
 
また、楊卨郎 (2009) は、自他対応になる場合の漢語サ変動詞は、(11)
のような「非対格構文 vs 対格構文」の対応関係をなすと指摘する。 
 
(11) a. Y が ~ する   (自動詞文) 
[非対格構文 vs 対格構文] 
   b. X が Y を ~ する (他動詞文) 





(12) a. X が ~ する   (自動詞文) 
[非能格構文 vs 対格構文] 
   b. X が Y を ~ する (他動詞文) 

















卨郎 (2009) で扱われた、三種の国語辞書で「自他サ変」と分類される 269
語であるが、269 語のうち、BCCWJ における例文数が 10 件以下のもの650









 (13) 自・他の対応とは、次の二文 
(ⅰ) N₁ ga N₂ o [＋V，＋Transitive，X，Y] 









を下記 (14) のように規定する。 
 
 (14) N₁ ガ N₂ ヲ VN スル (他動詞) 
        N₂ ガ VN スル (自動詞) 





7 BCCWJ の中納言・短単位検索を使い、検索条件を以下のように設定する (「開始する」
を例に): 「キー - 語彙素 - 開始」、「後方共起 1 - 語彙素読み - スル」。ちなみに、本稿










 この節では、(14) の基準に従い、楊卨郎 (2009) で三つの国語辞書にお




5.1 「対格構文 vs 非対格構文」の対応関係が成立する自他両用動詞 














c. 企業が問題を解決した (他動詞) 
問題が解決した (自動詞) 
 
5.2 「対格構文 vs 非能格構文」の対応関係が成立する動詞 
 
 (16) N₁ ガ N₂ ヲ VN スル 
    N₁ ガ     VN スル 









(16) に示すような、「対格構文 vs 非能格構文」の対応関係が成立する語








    b. *ものが飲食する 








    b. *名作が作曲する 






応する非対格自動詞文の (17b) と (18b) は非文であるため、本稿で扱う
自他両用の漢語サ変動詞ではない。これらの動詞では目的語 N₂が基本的












    c.  パリに本店のある国立と銀座の店で四年ほど修業し、フラン
スで研修中に父から物件が弘前に見つかったとの報告を受けた。 
『ようこそ、フランス料理の街へ。』 






















他両用動詞ではない。この種の動詞は計 8 語である。 
 
(21) N₁ ガ N₂ ヲ VN スル 
    N₁ ガ N₂ ニ VN スル 





























る。それに対応する非対格自動詞文 (22b) (23b) は非文である。しかし、



























































表 1 国語辞書において「自他両用」とされる二字漢語動詞の選別結果 
「対格構文 vs 非対格構文」の対応関係が成立する自他両用動詞 186 










(28) a. A ガ B ヲ 他動詞 / B ガ 自動詞 
     私は財布を無くした / 財布が無くなった 
b. A ガ B ヲ 他動詞 / A (ニ) ハ B ガ 自動詞 
    私は星を見る / 私 (に) は星が見える 
c. A ガ B ヲ 他動詞 / B ガ A ニ 自動詞 
    警察が泥棒をつかまえる / 泥棒が警察につかまる 
d. A ガ B ヲ 他動詞 / A ガ B ニ 自動詞 
    私は大学を受ける / 私は大学に受かる 
e. A ガ B ヲ 他動詞 / A ガ 自動詞 
    月が庭を照らす / 月が照る 
(森田 1994: 158-160) 
 



















構文」の対応関係が成立する自他両用の漢語サ変動詞 (計 186 語) に注目
し、これらの漢語サ変動詞の自動詞用法と他動詞用法に偏りが見られるか
否かを調べる。 




VN-su (-ru)」は他動詞文であり、「~-ga VN-su (-ru)」は自動詞文である。ま
た、「VN-sa-se (-ru)」は 「自動詞+ -se (-ru)」と「他動詞+ -se (-ru)」に分け
られ、「VN-sa-re (-ru)」は「自動詞+ -re (-ru)」と「他動詞+-re (-ru)」に分け
られる。さらに、受身文の性質により、「他動詞+ -re (-ru)」には「直接受
身」と「間接受身」の 2 種類がある。 
漢語サ変動詞「停止する」12を例として、各パターンを表 2 に示す。 
 
表 2 自他両用の漢語サ変動詞「VN スル」の構文パターン 
~-o VN-
su (-ru) 
他動詞 太郎がエンジンを停止した。 ① 
~-ga VN-
su (-ru) 
自動詞 エンジンが停止した。 ② 
VN-sa-
se (-ru) 
自動詞+ -se (-ru) 太郎がエンジンを停止させた。 ③ 
他動詞+ -se (-ru) 花子が太郎にエンジンを停止させた。 ④ 
VN-sa-
re (-ru) 

















12 楊卨郎 (2007) は「停止する」を自動詞と他動詞が同等に働く動詞としている。表 2 の








項目 A: 自動詞用法 ②+⑤ 
項目 B: 他動詞用法 ①+④+⑦ 
項目 C: 「自動詞+ -se (-ru)」 ③ 
項目 D: 「他動詞+ -re (-ru)」 ⑥ 
 
その理由は以下のとおりである。 
項目 A: 「VN スル」が自動詞として使われる場合の用例数 
項目 B: 「VN スル」が他動詞として使われる場合の用例数 











他動詞とみなせば「~ヲ V」とし、自動詞だとみなせば「- (サ) セル」を




項目 D: 「他動詞+ -re (-ru)」と自動詞の用例数との比較。 




13 青木 (1977) は「学生を集める / 学生を集まらせる」「水を一度に流す / 溝を掘って水
を流れさせる」などの例を示し、「直接作用と間接作用の違い」と説明したが、本稿では







(29) a. N₁ が N₂ を Vt     N₂ が Vi 
b. N₁ が N₂ を Vt     N₂ が (N₁に) Vp 
(Vi 自動詞  Vt 他動詞  Vp 受身動詞) 








野村 (1982) からは、受身動詞の「N₂ が (N₁に) Vp」構文と自動詞文「N₂ 
が Vi」とは並行して他動詞文「N₁ が N₂ を Vt」と対応していることが
分かる。しかし、並立関係をなしているとはいえ、受身動詞の「N₂ が (N₁
に) Vp」構文がすべて自動詞文「N₂ が Vi」の穴埋めの役割を果している
とは言えない。受身動詞の構文では補語「(N₁に)」が増えており、動作主
の存在が感じさせられ、自動詞の場合とは異なる意味が生じると考えられ
る。「N₂ が (N₁に) Vp」構文の意味を明らかにすることが必要となるが、
別の機会に譲りたい。 
自他両用の漢語サ変動詞の場合、他動詞「~ -o VN-su (-ru)」に対応する
ものとして、自動詞「~ -ga VN-su (-ru)」と、受身動詞の「他動詞+ -re (-ru)」
形があり、並立関係をなしている。そこで、本稿では自他両用の漢語サ変




詞の使用率) を調べる。BCCWJ における例文総数は 1000 以上あるが、そ
こから他動詞の使用率が 60%以上のものを選び14、他動詞の比率の上位 7
語を表 3 に示す。 
 
 






表 3 他動詞用法に偏る自他両用動詞 (BCCWJ における例文総数 1000 以上) 
語 合計 A 自動詞 B 他動詞 
C 自動詞
+ -se (-ru) 
D 他動詞
+ -re (-ru) 
B/(A+B)% 
開始 4166 180 2812 8 1166 94.0% 
破壊 1755 69 1014 10 662 93.6% 
反映 3454 356 1721 483 894 82.9% 
解消 1542 323 844 30 345 72.3% 
確立 2553 603 1318 55 577 68.6% 
展開 4472 1119 2162 100 1091 65.9% 




いることが分かる (B>A)。同時に、項目 D「他動詞+ -re (-ru)」の数が項目
A「自動詞」の数よりも遥かに多い (D>A)。他動詞の使用が優勢になって





と自動詞の使用上に大きな差が見られる。同時に、項目 D「他動詞+ -re (-
ru)」の数が項目 A「自動詞」の数より多い (D>A)。ここからは、「反映す
る」は他動詞の使用が優勢になっていることが分かる。しかし、「開始す



























表 4 他動詞用法に偏る自他両用動詞 (BCCWJ における例文総数 1000 以下) 
語 合計 A 自動詞 B 他動詞 
C 自動詞
+ -se (-ru) 
D 他動詞
+ -re (-ru) 
B/(A+B)% 
樹立 351 9 268 9 65 96.8% 
再現 814 38 585 16 175 93.9% 
羅列 70 4 51 1 14 92.7% 
再任 42 2 14 1 25 87.5% 




れと同時に、項目 D「他動詞+ -re (-ru)」の数は項目 A「自動詞」の数より
多い (D>A)。それに、項目 C「自動詞+ -se (-ru)」の数は非常に少ない。こ
れらの自他両用の二字漢語サ変動詞は他動詞専用の傾向にある動詞であ




詞の使用率) を調べる。自動詞の使用率が 60%以上で、BCCWJ における
例文総数が 1000 以上のものを選び、自動詞の比率の上位 7 語を表 5 に示す。 
 







表 5 自動詞用法に偏る自他両用動詞 (BCCWJ における例文総数 1000 以上) 




+ -se (-ru) 
D 他動詞
+ -re (-ru) 
A/(A+B)% 
減少 4762 4375 42 342 3 99.0% 
消滅 1284 1142 14 128 0 98.8% 
増加 7015 6520 102 377 16 98.5% 
発生 8007 7432 146 427 2 98.1% 
増大 1694 1380 59 252 3 95.9% 
復活 1116 762 53 282 19 93.5% 
乾燥 1141 672 55 402 12 92.4% 
 
表 3 と違って、表 5 に示す 7 語には共通の特徴が見られる。自動詞の
使用率「A/(A+B)%」はすべて 90%以上になっているため、自動詞の用例
数が他動詞の用例数を大幅に超えている (A>B)。それと同時に、項目 C




 表 5 と同じように、BCCWJ における例文総数が 1000 以下の自動詞専











表 6 自動詞用法に偏る自他両用動詞 (BCCWJ における例文総数 1000 以下) 
語 合計 A 自動詞 B 他動詞 
C 自動詞
+ -se (-ru) 
D 他動詞
+ -re (-ru) 
A/(A+B)
% 
生育 237 226 1 10 0 99.6% 
収縮 296 224 1 71 0 99.6% 
孵化 107 88 1 18 0 98.9% 
点滅 205 164 2 39 0 98.8% 
昇格 259 196 5 53 5 97.5% 
転倒 282 255 7 19 1 97.3% 
転移 163 146 4 8 5 97.3% 
腐食 50 35 1 10 4 97.2% 
存続 519 385 15 115 4 96.3% 
増殖 362 296 15 44 7 95.2% 
一変 506 386 21 97 2 94.8% 
収斂 100 68 5 8 19 94.5% 
半減 275 228 17 26 4 93.1% 
稼働 266 190 14 59 3 93.1% 
集結 232 182 15 31 4 92.9% 
絶滅 270 215 18 34 3 92.3% 
連合 62 50 5 6 1 90.9% 
逆転 493 349 39 65 40 89.9% 
反転 244 163 20 58 3 89.1% 
収束 119 90 11 14 4 89.1% 
高揚 221 138 18 59 6 88.5% 
倍増 215 153 23 35 4 86.9% 
移動 3637 2604 489 523 21 84.2% 
転覆 103 62 13 24 4 82.7% 
伸展 39 19 4 12 4 82.6% 
降格 51 28 6 9 8 82.4% 
 
 自動詞専用の傾向が見られる自他両用の二字漢語サ変動詞は表 5 と表





















詞化」を可能とするような接辞が日本語にはない」(p. 25) 18 としている。 
本稿では、自動詞専用の傾向を示す自他両用の漢語サ変動詞を選別する
際に、 初から、項目 C「自動詞+ -se (-ru)」と項目 B「他動詞」の数を比








18 永澤 (2007) は、受身の接辞「―される」に関して、「自動詞化」に近い機能を持って
いるが、必ず背後に動作主の存在を感じさせるため、下記のような自動詞用法に代わるこ
とができない場合があると指摘する。 
 (ⅰ)   風が吹き、風車が回転した/ *回転された。 
 (ⅱ)  気温が上がり、花粉の飛散地域が拡大した/ *拡大された。 




19 永澤 (2007) は、近代語の自他両用漢語動詞について、現代語への変化の一つとして 
｢自律性の高い事象を表す場合には他動詞用法が存立しにくくなった｣ (p. 26) ことを挙
げている。しかしながら、これに従えば、逆に自律性の低い事象と、「〔略〕他からの人為
的なはたらきかけを受けずとも成立し得る変化を表す場合に、自他両用動詞として存立
できる｣ (永澤 2007: 21、下線筆者) の下線部とは両立しないと考えられ、表 ｢(22)｣ の 

















 (30) [ⅹ CONTROL [y BECOME [y BE AT z ]]] 
(影山 1996: 159) 
 
 影山 (1996) は、(30) の概念構造において、「使役主 (ⅹ) と変化対象 (y) 
が同一であるときには自動詞用法が、別物であるときには他動詞用法が得
られる」 (p. 159 ) として、「上位事象 (使役作用) と下位事象 (変化結果)」





能格動詞として自動詞にも使える」(p. 159-160) ととらえている。 























べて (1) のような「対格構文 vs 非対格構文」という対応関係をなしてい
るわけでない。 





















10 号: 須賀・早津編(1995)に収録, pp. 108-121 
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